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第
５
次
八
潮
市
行
政
改
革
大
綱・

実
施
計
画
を
策
定

八
潮
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
八
潮
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定

八
潮
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
八
潮
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定

　

地
方
公
共
団
体
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
安
全
か
つ
良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
確
実
、

効
率
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
自
主
的
に
行
政
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
経
営
の
観
点
に
立
脚
し
た
行
政
運
営
を
図
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

よ
り
健
全
な
財
政
運
営
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
５
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る｢
第
５
次
八
潮
市
行
政
改
革
大
綱
・
実
施
計
画｣

を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

行
政
改
革
と
は

基
本
方
針

第
５
次
八
潮
市
行
政
改
革
大
綱

推
進
方
法

□問
企
画
経
営
課
☎
○内
８
８
５

　

人
口
の
将
来
展
望
を
示
す「
八
潮
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」お
よ
び
平
成
27
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る「
八
潮
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□問
企
画
経
営
課
☎
○内
４
７
６

　

国
や
県
、
市
な
ど
の
行
政
機
関

の
組
織
や
機
能
を
改
革
す
る
こ
と

で
あ
り
、
社
会
環
境
の
変
化
に
対

応
し
て
、
組
織
の
簡
素
合
理
化
、

事
務
の
効
率
化
、
職
員
数
や
給
与

の
適
正
化
な
ど
を
行
う
取
り
組
み

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

第
５
次
八
潮
市
行
政
改
革
大

綱
・
実
施
計
画
で
は
、
経
営
の
観

点
に
立
脚
し
た
行
政
運
営
を
推
進

す
る
た
め
、資
源
で
あ
る
「
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
」
を
最
大
限

に
活
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
よ
り
健
全
な
財
政
運
営
な
ど

を
推
進
し
ま
す
。

　

行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
く
う

え
で
、
主
要
推
進
項
目
と
し
て
５

つ
の
大
綱
を
定
め
、
64
の
取
り
組

み
項
目
を
設
定
し
ま
し
た
。

①
市
民
と
の
協
働
の
推
進

　

多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

応
え
る
た
め
、
市
民
、
市
民
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
議
会
な
ど
と
適
切
な
役

割
分
担
の
も
と
で
連
携
・
協
働
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
参
画
意

欲
を
高
め
、
多
く
の
市
民
が
参
画

し
や
す
い
環
境
を
目
指
し
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
に
始
ま
っ
た
日
本

の
人
口
減
少
は
、
今
後
加
速
度
的

に
進
む
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
と

は
、
人
口
減
少
の
克
服
と
地
方
創

生
を
あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
に
よ
り

活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持
す
る

こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

人
口
の
現
状
を
分
析
し
、
認
識

を
共
有
し
、
今
後
目
指
す
べ
き
方

②
公
民
連
携
の
推
進

　

民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
新

し
い
発
想
を
取
り
入
れ
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

行
政
の
領
域
の
見
直
し
を
行

い
、
効
果
的
・
効
率
的
な
事
業
を

推
進
す
る
た
め
、
民
間
事
業
者
へ

の
委
託
や
さ
ら
な
る
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
な
ど
を
検
討
し
、
公

民
連
携
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

③
事
務
事
業
の
見
直
し

　

事
務
事
業
の
必
要
性
、有
効
性
、

効
率
性
を
的
確
に
見
極
め
、
簡
素

化
・
集
約
化
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
の
期
待
に
応
え
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
市
民
満
足

度
の
高
い
行
政
を
目
指
し
ま
す
。

④
組
織
・
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

推
進

　

限
ら
れ
た
人
材
を
効
率
的
に
活

用
し
、
最
少
の
人
員
で
最
大
の
効

果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
組
織

体
制
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

職
員
の
意
識
改
革
や
人
材
育
成

に
取
り
組
み
、
職
員
が
能
力
を
発

揮
で
き
る
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

環
境
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
自
主
・
自
律
的
な
財
政
運
営
の

推
進

　

厳
し
い
財
政
状
況
下
に
お
い

て
、
将
来
に
わ
た
り
継
続
し
て
安

定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
財
政
基
盤
の
確
立
や
効
率
的

で
適
切
な
資
産
管
理
を
行
う
た

め
、
中
長
期
的
な
視
点
を
も
ち
、

財
政
の
健
全
化
、
自
主
財
源
の
確

保
を
図
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
、

実
施
計
画
の
進
行
管
理
や
評
価
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、毎
年
度
の
評
価
結
果
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
や
し
お

で
公
表
し
ま
す
。

※
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
と
は
、
P

ｌ
ａ
ｎ（
計
画
）↓
D
ｏ（
実
行
）↓

C
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ（
評
価
）↓
Ａ
ｃ
ｔ

（
改
善
）
の
４
段
階
を
繰
り
返
す

こ
と
に
よ
り
、
業
務
を
継
続
的
に

改
善
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

※
第
５
次
八
潮
市
行
政
改
革
大

綱
・
実
施
計
画
の
取
り
組
み
項
目

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所

８
４
０
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

向
と
人
口
の
将
来
展
望
を
示
す
も

の
で
す
。

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
が

実
現
し
、
人
口
減
少
が
抑
制
さ
れ

る
と
仮
定
す
る
と
、
本
市
の
人
口

は
２
０
２
５
年
に
10
万
人
に
達
し

た
後
、
減
少
に
転
じ
、
２
０
６
０

年
に
は
約
９
万
４
千
人
（
将
来
展

望
）に
な
る
と
推
計
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
在
と
同
様
の
状
況
で

推
移
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
の
人

口
は
、
２
０
６
０
年
に
約
７
万
３

人口の将来展望・八潮市推計
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八潮市推計 将来展望

約
２
万
１
千
人
の
差

千
人
（
八
潮
市
推
計
）
に
な
る
と

推
計
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
人
口
の
将
来
展
望
な
ど

は
左
上
の
図
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
の

実
現
に
向
け
た
目
標
や
施
策
の
基

本
的
方
向
を
示
す
と
と
も
に
、
第

５
次
八
潮
市
総
合
計
画
に
定
め
た

「
平
成
37
（
２
０
２
５
）
年
度
の

将
来
目
標
人
口
10
万
人
」
を
達
成

し
、
活
力
を
維
持
す
る
た
め
の
取

り
組
み
を
示
す
も
の
で
す
。

　

４
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
、
37

の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
基
本
目
標
①
】

■
産
業
の
振
興
と
就
労
支
援
に
よ

る
い
き
い
き
と
働
け
る
環
境
づ
く

り
　

都
心
へ
の
近
接
性
や
交
通
ア
ク

セ
ス
の
良
さ
を
生
か
し
、
市
内
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
に
よ
り
、

産
業
を
振
興
す
る
と
と
も
に
、
就

労
機
会
を
拡
大
し
、
就
労
人
口
の

増
加
を
図
り
ま
す
。

【
基
本
目
標
②
】

■
人
や
情
報
の
交
流
に
よ
る
﹇
住

み
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
1
の
ま
ち
八

潮
﹈
の
発
信

　

本
市
の
資
源
を
生
か
し
、
魅
力

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
訪
れ
た
く

な
る
ま
ち
・
住
み
や
す
い
ま
ち
と

し
て
の
認
知
度
の
向
上
と
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
暮
ら
し
に
関
す
る
情
報

発
信
の
充
実
や
、
市
民
が
集
い
交

流
で
き
る
機
会
の
充
実
に
よ
り
、

住
み
や
す
さ
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

【
基
本
目
標
③
】

■
保
育
や
教
育
の
充
実
に
よ
る
親

子
が
安
心
で
き
る
子
育
て
環
境
づ

く
り

　

保
育
や
教
育
な
ど
に
関
す
る
環

境
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
親

子
で
出
か
け
ら
れ
る
機
会
や
場
所

を
充
実
さ
せ
、
親
子
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

【
基
本
目
標
④
】

■
自
助
・
共
助
・
公
助
の
充
実
に

よ
る
安
全
・
安
心
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成

　

地
域
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る

知
識
の
普
及
や
体
制
強
化
の
た
め

の
支
援
な
ど
、
互
い
に
支
え
あ
い

学
び
あ
い
な
が
ら
安
全
・
安
心
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
ま
す
。

　

重
要
業
績
評
価
指
標（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

に
基
づ
き
進
捗
状
況
と
成
果
に
つ

い
て
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
八

潮
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
審
議
会
の
検
証
を
踏
ま

え
、
改
善
を
図
り
ま
す
。

※
重
要
業
績
評
価
指
標（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

と
は
、Key Perform

ance Indi
cator

の
略
称
で
、
施
策
ご
と
の
進

捗
状
況
を
検
証
す
る
た
め
に
設
定

す
る
指
標
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

※「
八
潮
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
お

よ
び
「
八
潮
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
８
４
０
情
報

資
料
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
と
は

人
口
の
将
来
展
望

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
的

推
進
方
法

総
合
戦
略
の
目
的

総
合
戦
略
４
つ
の
基
本
目
標


